




On the Relation Between the Filament Current and the 
Fluorecent Lamp Starting. ( 1  ) 
Hideo NAKATANI 
Judging from the r，εlation between the pre-heating filament energy and the starting-time 
by changing the voltage， temperature and etc.， I have reported about the cause of unstability 
of the fluorecent lamp starting for D.C. operation. That is to say. 
( 1) Relation between staríing-voltage of glow switch and temperature. 
( 2) Effect of pre-heating filament current on starting-time. 




べ， 蛍光燈の起動不安定の原因を述べたが， 今回さき の実験方法を直流点燈に適用して， 交流点燈
と対照し相違点を見出した ので報告する。
2. 実験及び結果
(1) 先づ， 一般の交流用蛍光放電管を電源電圧100Vで直流点燈することを主眼として， 市販安
定器FBC-20， 12B型(Lキ0.5H)を用いて. FL-20Wをマニアノレ・スタートする際の適当な直列
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抵抗値Rを見出した。之には電源電圧100Vで図-1の結線で直列抵抗Rを変化し て， ラ ンプ
電圧VI， ラシプ電流11 ， を求めると， 図-2より定格ラシプ電流350mAを示すRは約40n，
定格ラシプ電圧6 2Vと同じ状態に するRは830である。Rキ4 0 に於ては. VIは52Vと低くな
り， 明るさは定格光束42 14%上廻ることとなるが， フィラメシト予熱電流は定常値の2倍に近い
680mAに増大して， J1Sの450'"'-'650mA の範囲外にある。 之に反してR=830に於ては， ブイラ
メシト予熱電流は475mA で規格の許容範囲にあり， IIは 220mAとなって定格ランプ電流より37
21 
%下廻 る が， 明 る さ は定格光束 よ り 2 8%下廻 る こと に なる。( 同 一屯流値 に対 し直流点燈 の場合の
全光束 は交流点燈 の場合の 約 14 %増す と い う 克地からρ上述 の点か ら フィ ラ メン ト の安全屯流(寿
命〉 を考慮し て， 以下 の 実験 に於 て はR=83!l を採用 した。
(2) 次 に， グロー ・ スイッテ作動後 の蛍光燈回路 と 同じ状態 に し た図-3 の回路で， グロー ・ ス
イッテFG-1E の放電開始電圧を恒温槽 の温度 を変化 し て求め たも のが ， 同図d曲線 で， D曲線
R 
L 
は交流 の場合であ る 。 d曲線は0 .......40 0C に わ たって行っ た
が， 放電開始電圧 は 102 .......105 V の聞 に あ っ て， 周囲温度 の
影響は僅少 であ る と言え る 。 併 し之 は パイ メ タ ノレ が負のと き
・陣:.:.� の も の で， 正 の と き は ， パイ メ タ ル の加熱が極め て悪く， 印
+ 
加電圧を更に土昇すると， パイメ タノレ が熔者 し て破壊 の恐が
あ る 。 之 に対 しD曲線 は d曲線 よ り 下方 に あ っ て ， 100V 点




電開始電圧は80 Vか ら 90V に も 上昇 してお り ， 周閉温度 に
依 る 影響が大 き いと と を 示 し て い る 。
晴、'0
・ti 』唱司.
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に適用 さ れ る ため に は， グロー ・ スイッチ に並列 に高抵抗a
コシデシサーを用 い て点燈回路を振動的 にし， 1更 に回路要素
の各値を適当 に して， グロー ・ スイッチ にd曲線以上 の電圧
を印加する よ う に す る ことが 要求され る 。 之 に関 し て は， 中
図-3 村吉鴨原，岡垣の諸氏により発表済である3:
(3) 図-5 は図-4 の回路 に よ り E=100V， L =0 .5 3H ， R=83!2 で ， フィ ラ メ ン ト 電流1 を一
定に してお い て， 電源スイッチ投入 と 同時 にし を供給 し ， スイッチS を連続的 にマニアノレ に開閉
して， 点燈 に要す る 時間 と ， 11 と の関係を温度をパ ラ メ ータ に と っ て求め た も の で ， 測定は熱的慣
性を考慮 し て 30分経過後実験 し た 。 図中のプイ ラ メシト予熱部 �� 
は ， 比較 の便宜上交流 で 実験 し た と き と 同じ状態 にし， 更 にイ
シダク タ シス L に よ る 影響 を調べ る ため， V-1特性 が市販
安定器 と 類似 し た別報 の可飽和リアク ト ノレ を用 い て ， 直流電流
1å によ り イシダク タ ンス L を変化 し た 。 1 秒 の記録 は瞬時起
動 の 値 で温度の影響がみ ら れ る 。 叉フィ ラ メ ン ト 加熱後10.......15
秒経過する と ， 各曲線 は互 に接近 し て 一定値 に近づ く 点 で は，
交流点燈 の 場 合 と 相対応 し て い る 。 之 はプイ ラ メ シ ト に供給 さ
れ る エ ネ ノレギーが， 外部 に放 出 さ れ て ， フィ ラ メ シ ト 附近が一
定 の状態 に な る こ と を 示 し て い る 。
最後 に， 図-6 は図-5 よ り 各温度 の上界(I の瞬時起動 の
値〉 と 下界(I の長時間後 の 一定値〉 を求め た も の で， α， αf
は E = l00 V， L=0 .5 3H， b ， b' はE=100V， L =0 .4 85 H， e， 
が は E = 90 V， L =O .5 3H， の と き の上界， 下界 を 示 し た も の
で あ る 。(e， e' につ い て はOOC の時 の 値 のみ。〉
之によ る と Lが減少す る と キックが小 に な る ため， 1 は 増
加 し， E が減少すれば， ラ ンプ。に か か る 電圧が低く な っ て，
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求される。 ここで遣圧10%低下 の影響は， イジダクタ シ ス10%
低下 の影響より大きくなっている。
3. 結 論
グロー ・ スイッチの作動を切 り 離 し て， マニアノレ ・ スター ト
につき考察す る と，
(1) 電源電圧が低下す る と， フィ ラ メ ン ト 予熱電流が減少す
る 。 併し此 の実験結果か ら低電圧 の場合 は， 瞬時起動を要求す
るフィ ラ メ ン ト予熱電流 は大きい必要が あ る 。 従って低電圧 の
場合は起動可能の範囲が縮少される。
(2) 更にイシダクタ ンスが減少す る と ， キッ ク が不足 し て益
々起動が困難とな る 。
図-6 交流点燈に於ては， 上述 の(1 )は同 じ 傾 向 であ るが， 図一見
図-6 の曲線群が相対的 に下に来 る か ら ， 起動時 間が短縮す る
事を示してい る 。(2)については， リアクタンスの減少により， フイラメシト予熱電流即ち， 回路短
絡電流 の増大があ る が， 当然直流点燈に於ては変化がなく， こ の点 で も直流点燈は不利であ る 。
(3) 200Cから7�80C の間は図-6 のAがαに比して変動が大きく， こ の 範聞では， 交流点燈
は周囲温度 に よ る 起勤時間 の変化が大 きい。
尚， 交流点燈にみられない周囲温度 の低下によ る 誠光現象と， 之に伴う極性転換 の問題， 及びフ
ィラメント のV-I特性 の交直 の比較は本稿では触れなかった。 本実験に際して， 御指導を戴いた
上野・斉藤(金〉先生に感謝します。
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